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言 
d昆
はじめ血球で見飽きれた血液型物質・はその後臓器にも含まれているととが知られ， ついで血
清の中にも弐々型に応じて存在すると云はれた。即ち， MOSS (1910)，GRAFE & 'GRAHAM 
(1911)，JERVELL (1922)等が新鮮主主人血清には同穣溶血素に対ナる特異性の抗溶血素があっ
て溶血抑制作用を呈するととを迷ぺ， MOSSは同種血球凝集反応に際し，血球と月じ人の血清 
が存在ナるときは反応は非常に弱められ，凝集棄血清ととの血清とを混ぜて勝卵器に宇時間保
っときは全く凝集反応が起らねのを見たと云う。大内 (1927)はO型の人の血清にA型叉はB
型の人の血清の比較的犬量を加えると， α及び 8凝集棄が減弱ずる故，血清には夫々型抗原
があると云い，更にとの凝集素吸収作用は，血清の酒精による沈降物に存在ナるととを見てい
る。叉 SHIFF(1931)は血清に稀欝酸を加え軽く酸性にして置いて煮沸し，生じた凝固物を
除いた上清を用いると， FA抗体を用いた溶血反応や α凝集素による凝集反応で抑制jが見られ
ると述べ，戸凝集棄でも同様血清にあるB型質の証明が出来たと云っている。樋口 (1929)も!
同種溶血反応でA型の人の血清に抑制作用のあるととを見た。吉野 (1942)は人血清中の型物 
O及ひ顎脂体分劃中に証明されると報じている1]質は非常に微量ではあるが炭水化物分霊
::9c~菟疫実験で人の血清で家兎を菟疫して型抗体の産生ナるととを見ている人陰沢山あるO
即ち DOLTER(1925)，大内 (1927，1928)，長沢 (1928)，紀 (1930)，長谷川 (1929)，松木 
(1932)等である。備動物でほA型質による型別にあたって血清に型物質の有無主見ているも
のに HARA，村上(家兎でA型質)，満田〈緬羊でA型質〉等がある。血清中の型抗原につい
ては以上の如き研究があり，一般に血清にはその型に従って型抗原が含まれ， α凝集素，s凝
集素等に対ナる抑制作用が存在ナるものとせられているが，幾何の量においてそれが存在ナる
かと云うととに関しては詳しい研究がたいようであり，殊に分泌型，非分泌型の観点からの研
究はただ野村 (1934)のその別が怠く， ともに型物質が見られたとの報告があるのみであるo
余等の研究の後に山内 (1950)，則武 (1951)等の研究が出?と。叉他方，緒方〈知〉遠の唾液
腺の条紋部では， 唾液がその優吸収されて血液中に入ると云うような知見もあるので， とれ
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が幾許の関与があるだろうかと云うととも見たいと思い， とれについて改めで研究を行って見
た。
第2章実験材料忍び実験方法. 請に混ぜ，-370C僻卵器に 1時間，氷室に 1時間お
第 1節実験材ー料 〆いた後，主主心して上請を用いた。A 
1 血球: 5 克疫動物及び免疫方法: 

人血球は主として当大学皮謄科教室からワ氏反応、検 成熟した家兎及び鶏を選び，克疫に先立って唾液 
F 
叱査の残りの血液を得て血液型判定後同型のもの数名 型並に血清型を判定した上用いた。血液型並に分泌
分を合し 1-，.， 2枚の方、戸 4ぎを趨巴で血鋭から血球を 型，非分秘型の明かな人から採血し， j容血を起きた
圧出し，更に院脂結iでj慮過し， 0.9%生理的食塩水 いように丁寧に分離した血請を間 2日をおいて 4""

で上清が無色になる迄数l!:il反復洗謀長して使用した。 5cc宛家兎或は鶏の静脈に注射克疫し，最後の注射 
  
2 人血清: 日より 6日後に金採血を行つでI血清を分離し 560C

血液型並に非分泌型，分泌型の捌かな特定の人か の浴槽で30分加熱しセ非効性とし 5%石炭酸生理
ら採血し務血を起きないよう丁寧に分離した。 的食接水溶液を 1/10量の割合に加えて氷室内に保 R 
3 1盛波:人!堕液は血液型蹴知の人から含欧後自然 存した。

に流出ナるーものを採取し， 主主心上清を 1000Cの浴 第3章、A型人血溝の実験疲鏡 

槽で30分煮沸.し再び遠心，上請に l/tO量四 5%石 第 1節五常人血清中の抗A凝集棄による実験 

炭酸食箪水搭液を加え，氷室内に貯えた。家兎l唾 第 1項・ AS型人唾渡による B型及びO型
 
液は 0.5%塩酸ピロカルピレの適量を注射し，口腔 JE常人血清中の抗A凝集棄の吸収 

よみ流出ナるものを採取し，人1唾液と同様に処理し 試験及び凝集反応抑制試験' 
た。 B製 39例， 0型 58例の正常人血清を用い， 10倍

第 2節実験方法 稀釈の AS型人唾液の等量を加えで抗A凝集索を吸 
  
1 続集反応: }民ナると告は， B型人IE常的清 39例の中で33例は 
  
0.9%生理的食塩水で順次倍数稀釈した血清を 金〈吸収されミ5が".6例は完令には吸収し尽きれな 
Ó~2èc 宛試験管にとり， とれに 2%の血球浮世宇液 1 ぃ。 O型人正常血清 58例の中で31例は完全に吸収' 
i向宛を加え;-370C卵:'{:9日器に時々振識して 2時間お されるが， 27例は完全には吸収きれない。凝集反応、
き，肉眼的に反応を検した。ー成績はtItで強凝集， 事l嚇試験では 10倍稀釈の AS型人唾液:で完全に吸
骨で中等度凝集，+で事凝集，土で弱凝集と凝集 収された正常人血清では強い抑制反応を示したが，
陰性のr.1耳慣，、ムは+と、士との中間，ーで陰性を 完全には吸収きれない正常人血清では一般に抑制反
示じた。 、応は弱かった。恭し一部l盛液で吸収される血清でも
・2 凝集反応抑制試験: A型血球に対する凝集価の低い1nJ.請では抑制廃応を
対照試験の凝集反応がゆ毎度陽性く十りーを曇ずる 強〈示さないものがあった。 J但しこれらのものでは 

ように凝集棄血清を稀釈し，これをj順次倍数訴釈し おのずから凝集素血清の低い稀釈度のものが用いら 

た抗原血清乃至l唾液に等設加え， 370C勝卵器に 1時 れるととになる。 に表1参照〉

間3お苛き， 2予%血球浮訪瀧主液 1滴施を滴南下混和じi I 釘370C 表 2に示ナ如.¥数人の人火
Aα 
1障手卵器にl 2" 合は 10傍稀釈の AS型人唾液で吸収.され，、凝集反卵騨 時寺問おヤい、た後，反応を検した。

3 沈降反応:応抑制試験でもある一定の 5齢、抑制反応が見られ 

沈降反応用毛細試験管iを用ド重層法に上った。重 た。抑制試験では凝集素D稀釈の差異により抑制の
層後 15分以一内に沈降輪の現われ石ものを冊， 30分、'強弱が生ず苔かと考ヘ，実験を試みたが抑制む顕著
以内のものを廿， 1時間以内むものを+，'2時間経ーな強弱は見られない。 く表2参照〉
ても反応の出ないもむをーく陰性〉とした。 第2項 ，AS型人唾液で完全に段収される 
4 吸収方法: B型正常人血清中の抗A凝集素の 
，抗血清の一定量に抗原血清の会主量或は 51音量を混 A型人血清による吸収試新及び凝
和し"370Cの癖卵器に 1時間，氷室に 1時間おい 集反応、抑制試験 
て吸収した。血清で吸収す-z;ときは洗i降血球を抗血 10倍稀釈の.d.S型人唾液で吸収される，B型正常 
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B型、及びO型E常人血清中の抗A凝集素e:>AS型人唾液による扱収試験並に凝集反応抑制試験く表。
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、
収S応、 反民1 凝集 I~人0唾倍液稀に釈でA腿型 ー凝集反応抑制試験 抗血清
姓 液 C':I ~∞出凶寸4αコ ~fil 寸 pOq 向JtO4αFNコ4t回 K
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宮010 世帯冊子廿+ム一一一一一一一一一一一一一一 Jー +廿ー廿 16x
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抗1血清の稀釈倍数に土-o反制抑応の動捺く表 2)
ひ司
凝集反応
ヨ3ミ ひ ひ ひU 吋34・司 FC4P 
AS凝型、集人反唾応液抑制試験血 稀釈倍数
抗血清 抗血清
液 σp UT2qF4p3tUO3qFTt-o1コ4α吋。司
g言語塁 55533552出出稀釈倍数〈姓〉 型
8x 一一一--'-+千十ト廿+十骨骨--t十
標準血清 16x 一一一一ーム+-P--tL骨*-t十一骨 
No..l 25x 一一一一ームム+-jLtL廿+十一十十
一一一 
8x 一一ーム +*-w-世世帯-It十世--It十
標準血清 16x 一一一一一士+千骨廿骨骨ー骨-It十冊十時-H十*tLfL+一一 
No.2 25x 一一一一一士+千件+十社骨-* 
20X 一一一一ーム+tL骨骨 4十骨一*
安 0 B 30x世十-H十冊冊子骨子+ムー 一一一一~ー+.p-骨骨骨骨一# 
40x ーム一一一{士+-P-*骨骨--1十3 ，_.が' 
10x 一一士++-¥-1.廿#骨卦骨 4十一#。 16x林 O 一一--l.!.+fl--fL骨骨#骨骨-*1t十十時辞世骨子-fL+一一 
25X 一一一一士+fl-十L骨骨枠 t十一廿 
8x -fL***骨骨骨骨二骨骨廿+十一+十
市 0 16x。1t十冊-H十骨廿十L++ムー fl-tL-t十骨骨*士十****-t十一十十 
30x 
8x 
ムfLー +十1tL-fLfL. 1:. fLfL-l-fl-.++ 
一一一一一一+f!..tfltfl世帯ー#
中。 
-
B 16x 一一一一一一ム+骨骨骨骨 -4十 
30x 
-It十冊十件-H十*++一一一 
一一一一一一士+++++ー#
人血清を用い，、等量の AS型人血清， As型人血清 者の差異が余 P明瞭で、ないが，凝集棄血清を 5倍訴
で殴収するとき，抗原血清の生の主 Lのもの，ー昼 釈にして用いた時，両者の差異が明瞭となった。
夜 370 Cに置いたものく騨化と記ナコの場合は分泌 AS型人血清及び As型人血清の 5倍量;を用いで奴
型の人では著明な吸収が見られ，非分泌型の人では 収試験を行った時は両者の差異が倫顕著であった。
殴収が弱<，両者の差異が明瞭であった。抗原血.祷 然し， AS型人血清でも As型人血清と同様に騒収
を非{力性にした場合は分留、型白人でも吸収が弱〈両 効果の弱い‘ものがある。凝集反応抑制試験では AS
， 
q 
、 、可
巴 
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型人血帯は4-8倍稀釈主で抑制を示ナのに反して 変化を起しで来るのjではないかと推察し，採血後日 
As型人血清では抑制が見・られず両者の差異を認め を逐って AS，型， As型人血清で殴収試験を行コた
得たか l が，抗体の新旧とは無関係のように思はれた。
人E常血清中白抗A凝集棄は日数が経つに従コで • く表3参照〉 
AS型人嘩液にで殴収される B型人E常血清中の抗A凝集棄のA型血清たよ o鹿収試験〈表3ィ〉 
T 
α4 α4抗血清別 1α4 大曾根くB型〉血清抗 d 
原 等 量 暖 収暖 収 量 5 倍量吸収 
Zコ
抗血清稀釈、胴i 5倍原 液 原 液 2倍，
処
ひ司 寸4 αコ~ 的ひ司 UJαFNコ 253sg g吋守 4置 ¥姓¥戸23¥の》令抗原¥稀ベ0- 釈 む同司容~m I同誌 SSS議室
佐藤くAS) ++一一一一一一一一一一一一一一一一|ム士一一一一一
-・司 ・『 ・同・.-・‘ ・固圃箇'帽蝿 - ・聞喝 ・同町 ・ー--司 ・凶ー司生|阿部くAS) ++士一一一一
小松崎 (AS) 1-1-+士一一一一 +士一一一 一一一一一一 11-1-+ム士一一一
の l岡部く，As) +十*++ム一一 *+士一一 ++士一一一 +ト.p.+ム一一一
主 l中村 (As) fL++士一一一d、，
桜井 (As) 1-1-++士「一一
主|丸山くAs) 1-1-++士一一一
長峰 (As) -P-++一一一
・- F崎・圃『 ・・.-圃ー佐藤くAS) +ム一一一一一 一一一一一一|士一一一一一
-ー・圃『 ・田- ・圃由『 ・ー司~・-・崎 .J..._~ーー『ー『ーー+ム一一一一一勝 I'阿部 (AS)
小松崎くAS) +ム一一一一+ト t十++一一一 +士一一一 +*士一一一一
阿部 (As) -w骨子+-:'-一一 1-1-+士一一 1-1-++一一一 4十+++士一一
中村くAs) 1-1-++士一一一
桜井くAs) *++ム一一 

化|丸山くAs)
 廿++ーし一一
長峰 (As) +ト++士一一
佐藤くAS) -同圃・剛 ・司圃薗 ・『 ・圃閉司 -崎4与+ム一一一一 一一一一一一 1+士一一一一」
J圃一喝一司-目『ー 『骨++ム一一一 士一一一一 
  
小松崎く，AS)

‘非| 阿部く，AS)
1fL・持+ム一一一 +ム一一一一++-'-一一 1-1-+士一一一

佑| 阿部 (As)
 -w廿.p.+ム一一 1-1-.p.十ム一一-P.-+土一一 千++一一一
"' 中村くAs) f1-+ム一一一一
桜井くAs) tL..p.，+ムー -
化|丸山く，As) 子++-'-一一
長峰 (As) 1-1-+ム一一一
対 照 世冊子サ+士一|州州日一|州++一|州円一一l
AS型人瞳液にで暖収される B型人E常血清中の抗A凝集素のA型血清によlる吸収試験〈表3ロ〉、
Ct.2 0.3安 O くB型〉血清抗血清別抗
原 会一軍事azー 量 疲 収 5 倍量吸収殴 収 量
の
処
抗 I血清稀釈
置 ~姓x23¥の政抗原¥稀¥釈 N
原液 戸倍
司∞沼お 38器ヨ ~~g~~
原 I 液
む自認 $8言語
‘原液
む Fか叶司 可N ∞U3 0to3 0vc吋、3 
生主
の~
阿部 (AS)
岡部 (As) +骨骨+ト+ムー -I-fl++一一一
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'' 1醇 阿部 (AS) fLf-++ム一一一 ・ー-噌 崎圃園時 ・回-圃・ ・咽圃『 ・圃両司 +ム一一「一一 士一一一一一
イb 岡部 (As) 1p-+1-+トfL+ム一一 -fL++一一一-1t十十L.f-+士一一 +l-fL+十一一 
4非方 阿部 (AS) 4十+I--P-+ム一一「 士一一一一一 ++士J 一一一 +士一一一一 
1t 岡部 (As) 1P-1P-十ト廿+ム一一 fl.fL+士一一 4十tL+ム一一一 +l-fl.+士一一
|州世#骨子 +~j ザ骨骨土士一|州#千+ムー|世情世#十一 
AS型人瞳・夜にてIJ&収きれる B型E常人血清中の抗A凝集棄のA型血清による扱収試験〈表3ノ、〉
.r 
日て、
，
対
抗血清別 
原
抗処
抗原稀釈 
の置姓 23の別
佐藤くAS)
生 小松崎 (AS)'
佐々木 (AS)の
岡部 (AS)
主 阿部くAS)
』、 中村 (As)
阿部 (As) 
佐藤 (AS)
興章 小松崎 (AS)
佐々木 (AS)
岡部 (AS)
、
司‘ 阿'部 (AS)t 4 イbJ 
中村 (As)
岡部くAs)
佐藤くAS)
委主 小松崎 (AS)
‘佐々木 (AS)
め 阿部 (AS)
阿部 (AS)
イb 中村 (As)
阿部 (As)
'" 
M盟主 N 吋4 
<<2 
∞~コ肉1;'1')、ω事 
α3 
E昼間対4 ∞出
、 
一一士+骨骨一
一一土+骨#ー
士+骨一一一一
一一+一一
一一+一一
骨骨一一一 
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第3項 AS型人唾液で完全には殴牧し尽 よく暖収されあ。それで AS型人唾液尭疫家兎血清
されないB型及びO型E常人血清 .を用い，等量の AS型及び As型人血清で殴収ナる・
中の抗A凝集棄現収試験 と生，勝化句場合は分泌型白人では著明な盟J/}(効果
四倍碕釈の AS型人唾液で完全には暖収きれな が見られ，非分泌謹の人では殴収が!3~ <両者の差異
いB型及びO型正常:人血清を用い，等量'・ 5倍量の が明瞭であった。抗原血・清を加湿非効性にした場合 
AS型人血清， As型人血清を用いで駿牧試験を行 は分泌型の人でもや L暖収が弱重るが倫両者の差異
う時は.抗原血清の生，勝化，非1力化何れの場合で は見ちれる。抗原血清の 5倍量を使用ナる時は等量
R 号
J 
、 も分泌型，非分泌型ξもに殴収が弱<，両者の差異 暖収の時よりも両者の差異は倫顕著であった。恭し
¥ 
は不明瞭であった。く表4参照〉 分泌型のもので非分泌型と同じ〈駿収効果の弱いも
第2節-兎疫血清中の抗A凝集棄による実験 のりあるととほとの場合にも見られたム
第1項 AS型人唾液克疫家兎血清中の抗 表.5に示す如〈凝集反応抑制試験では AS型では 
A凝集棄のA型血清による盟収試 16倍までもの抑制を示したが As型では抑制が弱〈
験並に凝集反応抑制試験 両者は明瞭に区別するととが出来る。く表5参照〉
嘩液で克疫して得られる型特異性凝集棄は唾液で
、.
_，."!-、
.、も、 
-、F
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1号 AーS型人唾液にて完全に暖収しつ〈きれないB型t ，0.型人正常血清中旬
.て抗A凝集棄のA型血清による殴収試験，"C表4)
、 J;/_l 
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AS型λ唾液克疫家兎血清中の抗A滞集素のA型血清に主る暖収試験く表5ィ〉
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AS型人唾液克疫家兎血、持l'こ、対ナ<;A型血清の凝集反応抑制試験〈表5ロ〉
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A型人血球克疫家兎血清中の抗A擬集棄のA~血清による吸収試験(表 6)
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第2頃 A型人血球兎疫家兎血清中の抗A 第3節 A型人血清による菟疫
f 
a・、.町 凝集棄のA型血滑によ o駿収試験 第 1項 AS型人血清克疫家兎血清 
A型人血球完疫家兎.rm清をO型並にB型人血球で
吸収してA型人血球に対ナo型特異性抗体だけにし
で5倍量の AS型並に As型人血清で渡収して見た
がへ両者とも殆ど暖収効果が見られず，た':抗原血
清の生の場合に吸収が見られたが両者の区別が出来
なかった。く表6参照〉 
e 、 
AS型人血清で2頭の家兎くA'ー 型〉。を克疫した
ととろ，ともに種属特異性凝集素く40倍， 320倍〉 
eと型特異性凝集素く160倍， 40倍〉とを産生した。
兎疫前の正常抗A凝集素は 20倍稀釈の AS型人唾
液等量で完全に暖JiZされた。く表7参照〉
との克疫血清をO型と B型の人血球セ暖収しで得 
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、られたA型特異性抗体ほ AS型人唾液の等量で、殴収 と，型的差異を示さない人血清に対ナる枕降棄を生
しつくされた。又A型人血球で吸収して見ると， じ，叉各型唾液とは原血清でのみ反応を示し， この
NO.1では 1/10量の血球で，No.15では 1/2量で 場合も型的差異を示さなかった。く表8参照〉
暖収しづくされた。 との兎疫血清の沈降反応を見主5
AS型人血清克疫家兎血清 く表7) 
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AS型人瞳波による駿収試験 く表8) 
抗血清白 殴収唾液の AS型人血清克疫家兎血清 NO.l ノヘ No.15.. 左
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AS型入血清克疫家兎血清と各型人血清及び
人l唾液との沈降反応 く表9)
でで吉蔵IAS型人血清克疫 ]AS型人血清克疫、.......____I家兎血清 NO..1 i家兎血清 No.15
抗原 ~J "'-，-''''''Wl .，~. ~ I 
A型人血清 
B型;人血清 
O型人血清 
AS型人唾液| 
As型人睦波 
BS型人唾液 
OS型人唾液 
、、、
1280x640 2560x1280 
1280:><640 2560><1280 
1280x640 2560x1280 
64:><1 4:><1 
64xl 4x1 
128X1 4><1 
64xl 2x1 
第2現 As型人血清克疫家兎血清 
As型人血清で、 3頭の家兎(A'一型〉を克疫じた
ところ， 3頭ともに種属特異性凝集素く16，4，256倍〉
と抗 A凝集素 (256，512，512倍〉を産生したが中 
2頚に於て種属特異性抗体の価の:m;いととが目立っ
た。免疫前の正常抗 A凝集棄は 20倍稀釈の AS型 
λ唾液等量;で完全に政収された。
との尭疫1血清をO型並にB型人血球で暖Jl:Zして得
られたA型特異性凝集素は唾液でよく暖収された。
叉A型人鹿球で吸収して見ると， 1例は 1/8量， 1例
は1/.量の血球で駿Jaしつくされ字。沈降反応を見
ると，型待異性を示きない人血清に対ナる沈降素が 
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As型λ血清費g疫家兎血清 No.1，No.2，No.3く表 10)
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A~ 型人唾液による殴収試験 く表 11)
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As型人血清克疫家兎血清と各型人血清及
る。〈表 10，11，12参照〉
人唾液との沈降反応 く表 12) 第 4節 人血清免疫i血清，人唾液克疫血清及び
人血球克疫血清の比較.....___~抗血清I~s 型人血清克疫 I~s型人血清莞疫
抗原 '~I家兎血清 No.2 家兎血清 NO.3 第 1項種属特異性凝集棄の産生 
AS型人血清 
BS型人血清 
OS型人血清 
As型人血清 
512x1024 
512><1024 
512く 1024 
512x1024 
256x2048 
256x2048 
128X2048 
256x2048 
AS型人唾液 
BS型人唾液 
As型人唾液 
128x10 
256><10 
32><1 
128x10 
128xlO 
4x1 
AS型人唾液尭疫血清の各例及び As型人血清克
疫血清 No.2ではA型人血球I¥:対してのみ凝集反応
を曇し，専ら型特異性抗体だけの産生が見られた。 
AS型人血清克疫f古1清 No.1及び As型人血清克疫
血清 NO.1及び No.3で、は A型人血球に対しでは O
- 型並に B型人血球に対しでよりも高い凝集素価を示
し・た。 A型人血球克疫庇詩の各例及び AS型人血清
克疫血清 No.15では型特異化を行わぬ前は各型人
血球に対して殆ど間程度。凝集反応を曇し部的差異産生きれ，叉 AS 型及び BS 灘人唾液〈生の主~)
に対す Q沈降反応で、は抗原価 256倍， 抗体価 10倍 を殆ど示さなあった。備とれらの実験の尭疫家兎は
を示し，抗 C沈降棄の産生を伴っているように見え 凡で A'-型でああ。く表 13参照〉
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型人唾液による殴牧試験
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第2項 AS型人唾液による凝集反応抑制 免疫血清との中聞に位し，抑制試験の成績とよ〈ー
試験 致ナ否。く表 15参照〉
AS型入血清及び人唾液兎疫血清では騒い抑制作 第5節第2章の概括
用が見られたがA型人血球免疫血清では抑制作用が 正常A血清中の抗A媒:集素は 10倍稀釈の AS型
極必で弱かった。 As型人血清克疫血清は前二者の 人唾液で完全には既収し尽きれないものく~1) と金
中間に位ナる抑制作用を示した。く表14参照〉 〈吸収されるものくα2)との別がるる。抗A凝集索 
第 3項 AS型人唾液によ石段収試験 α2はAS型人i唾液で強〈その作用を抑制され，抗A
各種克疫血清を同程度の凝集反応を曇ずるように 凝集素α1に対ナる唾液の抑制作用は一般に弱かっ
稀釈して AS型人唾液の等量で吸収すると AS型人 た。数十名の人の α血清を混和した時には AS型人
血清克疫血清では AS型人睦液克疫血清ξ同様に完 唾液でよくIJ&収され，抑制のきれかたもよかった。 
全に民収された。 A型人血球兎疫血清は原液の鴫液 AS型人唾液による暖収で一部分倫残る抗A凝集素
の時だけ完全に盟収されたに遁ぎなかった。 As型 句は抗類脂体性で、抗茨水化物性でないものが掲じ
人血清克疫血清は AS型唾液克疫血清と A型人血球 ているものと解し，完全に吸収し尽きれ苔抗A凝集 
-146- 千葉医学会雑誌 第29巻
素 α2は両者に共通に作用ナるものと解ずる。との 第 1項家.兎血球で、完全には吸収されない 
抗A凝集棄に分館、謹並に非分泌型人血清を作用させ A型正常人血清中の抗B凝集素の 
、る主抗A撰集素 α1f宅対じでは両者ともに殴牧乃至 B型人血清による鹿J民試験及び凝
抑制が弱<.両者の差異は明瞭ではないが，抗 A凝 集反応抑制試験
集素 α2に対しては分泌型忠清が強い殴収乃至抑制 家兎血球で完全には盟収きれないA型E常人血清
を示し，特に抗原血清を一昼夜 370Cにおいた場合 〈抗Br，抗Bn，抗Brrr)を用い，等量の BS型並に 十' 
は分泌型の血清では著明な腹収効果を示すが，ヨlミ分， Bs型人血清で吸収試験を行うじ抗原血清の生，
泌型の血清では余り変化はなく両者の差異は明瞭で
あった。か ~Q ととは抗A凝集棄の新l日には関係が
ないように思われる。一部分分泌型白人で唾液では
強い抑制を示ナが血清では非分泌型の様な態度を示
すものがあった。 AS型人唾液尭疫血清を用いたと
をの成績は抗A凝集素 α2における成績と殆ど平行
していた。 A型人血球克疫家兎血清を用いた時には
分泌型，非分泌型の血清の生の鑑並に解化した場合
は両者共に間程度に吸収され，非伯性I'C処置した時
には両者共に殆ど腹収きれず，何れの揚合で、.も分泌
型，非分泌型の区別は困難であった。 AS型人血清， 
As型人血清によあ家兎の尭疫実験では共に種属特
異性焼集素並に型特異性凝集棄を産生じた。との克
疫血清では AS型人唾液による吸収乃至凝集反応抑
制効果が見られ，AS型人唾液克疫家兎血清，A型
人血球克疫家兎血清と比較すると， AS型人l唾液尭
疫家兎血清と類似せと5抗体のように思われ否。
第4章 B型人血清の実験戚績
第 1節 正常人血清中の抗B凝集棄による実験
勝化，非的性の何れの場合でも分泌型でも吸収が弱
じ非分泌型と殆ど同じ程度の既収しか見られず，
両者の差異は両者を同時に比較ずると辛うじて区別
が出来る程度であったe 
BS型並に Bs型人血清の 5倍量を用いて暖収ナ 
員くなり，等量盟収5.ときは，分部型の吸収がや~5占
の時よ Pも幾分両者の間r差異が出来るように思は'C
れ?と。
凝集反応抑制試験でも両者を同時に比較ナると辛
うじて区別が出来る程度であった。
第2項家兎血球で完全に駿収されるA型
 
E常人血清中の抗B凝集棄のB型

人血清による殴J/Jt試験

家兎で、完全に吸収されるA型正常人血清く抗 Bn，
抗 BUI)を用い， 5倍量の BS型， Bs型人血清で殴
収ナると，両者共に同じ程度に暖収され，勝化した
場合に分泌型の方が幾分暖収が強<，両者の同時比
較で辛うじで差異が見得る程度であった。
く表16参照〉 
A型人正常血清の抗B凝集素のB型血清による盟肱試験 〈表16ィ〉
原抗
抗凝集素の穂類 家兎血球で暖牧し尽されぬもの 家兎血球で、鼓吹しつく~れるもの
司→、
の 疲 4文 量 等 量 吸 牧 5倍量疲牧 5 倍量殴牧
置処 i姓¥九A1一日h÷の¥m~抗u-血清の語訳 ひ司寸4αコEH0063司吋Uコ4qNF4コ 。出 55232223 。:32ミ23 25F342σ8コ凶
生
の
ま
』、
1降
j!: 
イカ、
化
イヒ
阿部く.BS)
那須 (BS)
大森 (Bs)
関 くBs)
阿部くBS)
那須 (BS)
大義くBs)
関 くBs)
阿部くBS)
那須 (BS)
大森くBs)
関 くBs)
++士一一一一
f!--++一一一一
千++<斗一一一
千++士一ー-
++士一一一一
子++一一.一一
-p-++ム一一一
十1.++-'-一一一
+ム一一一一
+ム一一一一
+ム一一一一
+ム一一一一
士一一一一一
+士一一一一
+士一一一一
+土一一一一
++士一一一一一
-p-++一一一一一
千++士一一一一
-p-++一一→一一 
+士一一一一一一
+一一一一一一一
++土一一一一一
++士一一一一一 
-P.-++士一一一
-p-++士一一一 子+士一一一 千+ム一一一一一
*-p-+土一一一 fL+ム一一一 fL+ム一一一，一一
*fL+ム一一，ー fL+士一一一 fL++ム一一一一 . 
対 照 |和世#千千ム ~1 1tL廿fL+士一|子廿廿.-p- +土一一
V 
第 2号	 千 業 医 学 A 雑 三1: 一 14"1ーー= 	 胸Js"
A型人正常血清に対ナる B型血清の凝集反応抑制試験 く表16ロ〉 
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第3項 A型正常人血請を数十名分混合し
たものの抗B凝集素殴収試験 
5倍量の抗原血清で殴収ナると勝化の場合のみ同
時比較で辛うじて区別可能，であった。く表暑〉
土 土+
第2節 克疫血清中の抗B凝集素による実験
第 1項	 B型人血球克技家兎並に鶏血清中
の抗B凝集棄のB型人!白.情による
殴収試験 
ζれらの克疫血請を型特異性にし， 51音量の BS
型， Bs型人血清で殴収すると両者ともに同じ程度
に弱い厩収が見られ， BS型， Bs型の区別は出来な
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かった。街との克疫血清は人唾?まで疲収されなかっ
た。 く第 17表参照〉 
第2項	 BS型人唾液克疫家兎並に鶏血清
中。抗B凝集索の B控!人血清によ
る暖JI:Z試験 
ζれらの免疫血清をB型特異性となし吸収を行っ
た。家兎免疫血清の場合は 51ff量の抗原血清によ之3
11&収で BS型の方が Bs型よりも幾分強い現収を示
した。鶏克疫血清で、は抗原血清の等量の時も 51:音量
の時も両者の区別が出来なかった。く表 18参照〉
B型人血球完疫家兎並に鎚血前中の抗B耀集素疲Jj5(試験 く表 17) 
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BS型人唾液兎疫血清中の抗 B凝集棄の B型血清による鹿股試験 (表 18). 
f 
抗血清別 BS型入血清克疫家兎血清 BS'型人!唾液克疫難血清 No.1
原抗
5 倍量吸収殴 ヰ文 量 5 倍量吸収
uコ 小r-f司 寸~ ミg K 2 ~ ひ3 事 tO j、Eα3『沼0司吋S Fミで~[長才F?|
利c JC BS 」ー 一 一 一 一 一 + ..L 一 一 一 一生
布 施 BS 士 一 一 一 一 一 + .t. 一 一 一 一の 
関 Bs + 士 一 一 一 一 + .t. 一 一 一 一主
大 森 Bs + .L. 一 一 一 一 + -L 一 一 一 一
』、
大曾根 Bs + 土 一 一 一 一 + -L 一 一 一 一
一一一 
秋 フじ BS 斗. 一 一 一 一 一 」唱 士 一 一 一 一1障
布 地 BS + 土 一 一 一 一士 一t 一 一 一 一 
関 Bs + 士 一 一 一
、
一 + 土 一 一 一 一
大 森 Bs + 土 一 一 一 一ー !+ 土 一 一 一 一 
イヒ 大曾根 Bs + 土 一 一 一 一 + 土 一 一 一 一
秋 フむ BS -L 土 一 一 一 一 1-. + + 士 一 一長ド
布 方面 BS -p + + 土 一 一士 一 一 一 一 一 
関 Bs 1- + + 土 一 一仇 + .L. 一 一 一 一 
大 森 Bs 1- + + 土 一 一+ + 士 一 一 一 
イヒ 4ム + + 土 一 一大曾根 Bs + + 土 一 一 一 
対 照 IttL卦朴+ー- I*十和廿+'- +ー
処
置
の
、第 3節 BS型人血清による克疫 640倍， 40倍〉とを産生し， No.25では更に 1280
第 1項 BS型人血清克疫家兎血清 倍の抗 C凝集素の産生が見られた。克疫前の各家兎，
BS型人血清で 4頭の家兎く.JfJJ.清型11')を克疫， の正常抗 Bi凝集素は 20倍締釈の B型人唾液で完全
1頭は死亡，他の 3頭はともに種属特異性凝集索 に盟収された。〈表 19参照) ( 
く320倍， 320倍， 80倍〉と型特異性凝集索く160倍， 
19)く表型人血清克疫家兎血清のの凝集反応、B"'¥ 
No.13 No.25 No.34鹿
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BS型人嘩液による殴牧試験 く表20)
殴牧唾液の No.13 No.25 No.34 
N 寸4 ∞c.o"1吋f稀釈倍数 1 C\l叩∞出お忍 ~1 C\l可∞出お忍富良凶 rlσ :l c.o 
一一一一一一一
-司自 a・胴圃幽・-- .胴-.圃-.-・圃司畠原 液 一一一一一一一、一一一一一一一一一原 
5 × 一一一一一一+一一一一一一 ++士一一一一一ーで
10 x. ..++一一一一一 4十fL，+ム一一一一一 +-1-一一一一
液 20 x 廿L廿fL+-L一一一一 fL+ム一一一fL+一一一一一
・回圃--司圃-_.圃圃園周・・，哩町.同開聞・同債圃司副也 ・・恥・駒 F 4 a5 x 
10 x2 x 一一一一一一一 
20 × +一一一一一一 子千+一一一一一一一一一一一一 
4x.1 20 x 1一一一一一一 -1一一一一一一一一一|一一一一一一
対 照 |冊世和卦++-l冊骨骨世帯骨子+-1時世卦fL+ー
これらの免疫血請をO型と A型人血球で政収して
得られたB型特異性の抗体は BS型人唾液の等設で
-殴収しつくされた。血球による吸収では凝築家価の
低い 2例では 1/10量の血球で完全民吸収されたが
凝集素価の高い No.25では完全践収に 1/!3:量の1紅
球を要した。沈降反応を見ると型的差異を示さない
人血清に対ナる沈降索を生じ，又各型人く煮沸〉唾
液とは原血清でのみ極めて低い反応を示し，型的差
異は見られなかった。く表20参照) • 
BS型人血清克疫家兎血清之各型入哩液
及び人血清の沈降反応 く表21)
一一一一一一致ー板戸安哀軍事由寸一宮哀j([存一
抗原 I No. 13 I No.43 
A 型人血清 
B型人血清 
O 型人血清 
AS型人唾液 
B8型;人唾液 
08型人唾液 
320x160 
320x160 
320x160 
640x320 
640 320 >， 
640x320 
4xl 
8X1 
4xl 
4x1 
4x1 
2xl 
第 4節 BS型人血清克疫血清， BS型人I堕液克
疫血清及びB型人血球克疫血清の比較
第1項種属特異性凝集棄の産生 
各克疫血清の各型人血球に対ナる凝集反応は， 0
型人血球に対して反応を示さな恥った BS型人!盛液
克疫家兎血清を除去，殆E同様で、， B型人血球に対
してはO型， A型人血球に比較してや L高い反応が
認められた。〈表22参照) 
.第2項 BS型人Il@波による凝集反応抑制試験
めて弱〈僅恥に 8倍迄の抑制が見られたに過ぎなか
った。く表23参照〉
第3項 BS型人!眠液に土る駿収試験
人血清及び人唾液克疫血清ではf!車・液の原液で、は完
会に殴収され-oが 5i音稀釈の唾液では完全には吸収
きれなかった。との両種克疫血清は哩液に対し殆ど
同じような態度を示した。とれに反しで人血球克疫
血清は瞳波で、は殆'ど盟収されず，他種の克疫血清と
同程度の凝集素価まで稀釈しで瞳液で吸収を行って 
e見ると， 1例よく l毘J民されるものがあったが他は殆
ど暖収きれなかった。抑制試験の場合とよく一致し
た。く表24参照〉
第 4項 B型人血球による殴収試験
各種兎疫血清ともに殆ど同じで、 1/10量の血球で
!!2ii収されたが No.25はやム吸収され難いようで、あ
った。
第5節第3章の概括
生の主 L及び 370Cに1昼夜おいた分泌型，非分
泌型の血清は抗B正常人血清及び BS型人唾液克疫
血清に対して強い暖収を示し，分泌型の血清の方が
非分泌型の血清t!Jも幾分強〈殴収し，両者の区J.Jlj
が辛うじて出来る程度であれ非的性にした場合は
他の場合より分泣、型，非分泌型ともに盟収が弱かっ
た。抗原血清の量を多〈じて底収ナ<>と S型， s型
共に疲収が強くなるが等量吸収の時よ Dも両者の区
別が幾分明瞭になる程度の効果しかなかった。
B型人血球兎疫血清では生，覇軍化抗原血清は非{J)
化出.清より一般に吸収が強かったが S型， s型の区
人血清及び人唾液克疫血清では張ぃ抑制作用が見‘別は出来なかった。一般K非{J']性にした場合は何れ
られたが，人血球克疫血清のあるものでは抑制が極 の抗血清の時でも駿収が弱し、これに反して 370C 
メ 
3耳
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医
に1.，昼夜おいた血清では強い暖収が見られた。 A型
人血清では 1昼夜 370Cに持いた場合， s型の血清
は一般に暖収が強くなり， s型の血清ではあ主!り変
りがない。とれに反し;てB型人血清では s型の血清
でもS型の血清と同様に吸収が強くなれために分
泌型，非分担、型の区別が出来なくな答。 
， B型人血清で家兎を克疫ずる実験では種属特異性
J 
凝集素並に型特異性凝集素が産生された。型特異性
沈降棄は産生されなかったが極めて高価の種属特異
性沈降素が産生された。この克疫血清では BS型人
唾液による殴収乃至採集反応、抑制効果が見られ， 
BS型人嘩液兎疫血清及びB型人血球兎疫血清と比
較すると前者の抗体と類似せる抗体を含むように思
われる。
各型人血球に土る凝集反応 く表22)
暖股前 |……
先疫血清別 E 
作
同 5355sggEミミ32FN48q CF肉〉4 山 SS F4 的~ ~む 凶ひF35HU53雪 、53gg
球
 
BS型人血清克疫家 |l。
A 
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人兎血清 No.13 I -ff十冊冊子.十十 4十件十ム一一-11f十叫-ff十+十+士一一一
且l 。
B
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A 一一-一一一一一一一時十十十時十十十ト+ーし一一一一一
兎血清 No.34 
。
十B 1十十件十社#廿+...1-一一一一一 制十件特+一一一一一 
一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一BS~型人哩波尭疫家人 A 一一一一一一一一一十件-!fL-IfL++一一一一一一一
兎血清 No.l唾
副'
-1ム+ム一一一一一一P'-I-Ht士t'- *1L++一一一一一
浪
一一一一一一一一一。十
B 
1十冊子争中ム一一一一一一克 BS型人唾液免疫家
A 一一一一一一一一一-H十世-!fL-!fL+ム一一一一一一疫 鶏血清 No.1 廿十世情十1+-t十+一一一廿十世帯-!fL十t'-*-I-L+一一一一品、 。
B 
一ー 一一一一.一一一一ム++-!fL-H十世帯-I-L+一一一B型人血球克疫家兎人 司・ー‘ -副-M.・-司ー司'司・-・圃四--ー -回・・・"aA Vム ム+-!fL-!fL-ff十時-I-L+一一一
血清 No.l血 -It十時掛冊子+十千+ー
。
+B +-!fL-ffト帯十時十 1十時+十千+一
球
一一一一一一一一一ム+十ト十t'-廿ト-H十世帯+ト+一一尭 B型人血球完投'家兎
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BS型人唾液による凝集反応抑制試験 く表23)
14M 
BS型人血清克疫家兎血清|石 
No.13 I秋 
BS型人血清克疫家兎血清|石 
N0.25 '1秋 
BS型人血清克疫家兎血清|石 
No.34 秋
疫克 類種の清 暖牧唾液 
川一方
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B5 
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BS型人唾液克疫家兎血清 石 ji BS 1-一一一一一一一土+骨十卜|ー廿 
NO.l 秋 )G BS I→一一ー一一一一一土+骨骨|ー廿
BS型人唾液免疫鶏血清 BS i-
第 2号 
唾液克疫
|石川 一一一.，一日日円三
No.1 秋元 BS I一一 一「ーム，+廿! 
d
， 、
第:5章 O型人血清の実験威績 第 2節 克疫血清の抗O凝集棄によあ実験 
第 1節山羊E常血清中の抗0凝集棄による実 第 1項 0型人血球克疫鶏血清中の抗0凝
、 験 集棄のO型人血清による殴収試験
¥ 
抗0凝集素を有ナるE常山羊血清に 5倍量の OS 及び抑制試験 
型， 08型人血清を加えてとれを吸収ナると両者と 0型人血球克疫鶏血清を 5{音量。 os型並に 08
もに同じ程度の弱い殴収が見られ，分泌型，非分泌 型人血清で贋収ナる時，主主，卵f:化，非伯性何れを問
型の区別は困難で、あった。又凝集反応抑制試験でも わず，両者ともに鹿収前と殆ど同じであった。又凝
分泌型，非分秘型共に抑制作用が弱し両者の区別 集反応抑制試験でも両者ともに殆ど抑制が見られな
は困難であった。〈表25参照〉 かった。〈表26参照〉
B型人血球克疫家兎l血清|石川1.BS 1ー ムム+-f-L廿廿廿.1十t十廿 *1ー廿 
No.1 I秋元 BS I一一士++-f-L廿廿士十骨廿廿|ー廿 
B型人血球克疫家兎血清|石川IBS I一一一一一一 .L++千十卜十ト|ー廿 
No.5 I秋元 BS、|一一一一一ーム+-f-L fL 1十廿 1-1十 
も 
BS型人唾液伝よる買収試験 く表24) 
血球克疫
BS型人血清克疫 IBS型人一波尭疫家
家兎血清 No.34 I兎血清 
N 司∞出羽忍 I~ 可∞出お 
-回圃圃屯 酬岨圃副園町・ ・・・司 ・圃・-圃噌 副固圃副司・ー.-副圃‘ ・・・‘ 一一一一一一一一一 一一一一一一 一一一 
5x +一一一一一一 ++士一一一一一一 一一一一一一 一一一 
lOx ++一一一一一 十ト十Lートム一一一一一 +ム一一一一 一一一
液 20x 千+一一一一一 ftL廿fL+ム一一一一 -f-L+.L一一一 一一一 
F 
5x -圃司副-‘ ・岨幽・・ -圃・ F園開・ ・ー・ー-咽B ・司・・ ・"・・ 一一一一一一一一 一一一一一 
2>< 10x 一一一一一一 ++一一一一一一 -同・ー・ー- -ー・圃 t ・-司‘ ・・・圃a ・・・-
20x +一一一←ー +十fL+一一一一一 一一.一一一
No.l 

II 
似 20x I 一一一一一| 一一一一ll 一一一一一一一|
対 照|和制-w-+r++一|部制冊冊-w-*千+-1世帯骨子+一|器部1+'-*++ー
!nu.ll17 n~ BS型人唾液克疫家鶏 I B型人血球完疫家兎血清 | B型人血球克疫家兎血清抗血l吸収唾 .LJ2r./....w.L~~~9.I'-./j!，.1W. 1 F.1 I z;<，.-~'::J!:; 血清 No.1 No.l NO.5 
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釈
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|倍数:…∞ W38 ~ ~∞白羽忍罰提言言語器~ I I~~ C(J両珂@同展討さ言
原 原液|一一一一一一一一一 
、、ノ 
5x 
10x 
液 20x 
一 一 一一 一 一一一一 ム一 +一+#ム子千+## 
に
廿ト十i十1t十時廿十#廿+-- 廿L+ト士LfL+ム一一一-×× 
円
dnunU
xA
tp.ftL1十fL+ム一一一-
TL 一 一一 一一 一一一一 士一 +++2X -It十世帯 f時十時*廿+一一
世十!十世帯-It十牡廿+一一 -It'--JtL廿-f-L++→一一一
対 府、 |州州附fL 州州世帯**+ムー|世帯時都世帯州+-1-ー+-j
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山羊正常清清中の抗O凝集素のO型血清に 0型人血球克疫鶏血清の抗O凝集素のO型
・よる殴l院試験 ， (表 25ィ〉 による娩収試験 〈表 26ィ〉
西沢 手ド
黒披 
仇 小倉 
JI 平 
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Q型人血球克疫鶏血清に対ナる O型血清の
凝集反応抑制試験 く表 26ロ〉
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第 2項 OS型人唾液克疲鶏血清中の抗O
凝集棄の O型人血清による吸収試
験及び抑制試験
との克疫血清に等量並1';5 倍量の OS，~堕及び 08
型人血清を加えて暖収すると，抗原血清の生， ~醇化
の揚合は両者共に吸収が見られ，非伯化の時は，前 
2者に比し吸収が弱い。何れの場合にも S型， 8型
の区別は出来なかった。叉凝集反応抑制試験でも両
者の区別は困難であった。く表 27参照〉
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05型人唾液克疫鶏血清l宅対ナる O型血清の抑制試験 〈表27ロ〉
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第3節 os型人血清によあ克疫 殴収された。く表 29参照〉
第 1項 os型人血清克疫鶏J血清 叉人血球では 1fl量投に l/tO量で完全に殴Jfitき 
os型人血清で 2濁の鶏を克疫したととろ， ともに れた。次に沈降反応を見あと型的差異を示さない人 
0型人血球に対しで 128倍。撰集素価を示した。克 血滑に対ナo沈降素の産生が認占うられたが，叉各型
疫前の鶏E常抗体は 20傍稀釈。 os型人唾液年最 人〈煮沸〉唾液とは原血清でのみ低い反応、を示し，
で完全に駿J民された。く表28参照〉 型的差異は見られない。く表 30参照〉 
ζの兎疫血清の抗O旋集素は os型人唾液でよく 
os型人血清克疫鶏血清の凝集反応 〈表28)
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os型人唾漉による吸収試験 〈表 29)
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第 2項 oS型人唾液による凝集反応抑制
32x1 試験
16x1 各種血清ともに同じ程度の抑制を示した。
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各種菟疫血清に対ナる各型人血球の凝集反応 〈表 31)
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各種菟疫血清に対ナる O型人唾液の採集反応抑制試験 〈表 32)
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第 3項 O型人哩液による暖収試験 第 4項 O型人血球によあ吸収
各種克疫血清に対して os型人唾液で暖収を試み 各種克疫血清のO型人血球に対ナる凝集反応の程
ると人血清克疫血清ではよ〈殴収しマくされるが'. 度を同じになミ5様にしてO型人血球で殴収すると，
人唾液克疫1血清及び人血球克疫血清ではや L殴収さ ともに少量の血球で、殴収されたが，凝集素価の高い
れ難い土うに見えあが凝集素価の高い点も考えねば 唾液克疫血清や血球尭疫血清の原被， 2倍稀釈撃の
ならぬ。各種克疫血清の O型人直球に対すoi.凝集反 高濃度のもの。に対しては大量の血球ではじめて完全
応の程度を署同じくなるように稀釈しで os型嘩液 厩収が見られた。
で吸収すると同じ様に腹収された。く表 32参照〉
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第 5官 第 4主主の概括 '0型人血球尭疫鶏血清の抗 O凝集棄に対しでは分
山羊E常血清並に os型大唾波克疫鶏血清の抗O 泌型，非分泌型共に殴収乃至抑制作用は全〈見られ
札凝集棄に対して生， 370Cに1昼夜おいた分泌型， なかった。会 os型人血清で鶏を兎疫ナる実験でば各
非分泌型血清で暖収を行うと，両血持共に一般に.吸 型血球に同様に作用する凝集棄の産生が見られ，沈
収がつよく，非幼性にした場合は両血清共に弱 υ、殴 降素は血清に対しで強<，唾液に対して微弱に作用
収効果を示 Lた。 B型人血清の時と同じで遣うる。そ ナ之5ものを生ピた。 os型人血清克疫鶏血清.osT
rしで分泌型，非分担、型血清の吸収C程度は殆ど同じ 型人嘩液克疫鶏血清並ぴに O型人血球克疫鶏型清を
様で、両者の区別は困難であった。 A型人血清ゃ B型 比較ナるととの三種克疫血清は os型人唾液及び O
人血清と同様に非分槌型p血清で包殴収乃至抑制が 型人血球に対して殆ど同じ様な態度を示した。
見られたのであ忍。
第 6章総 括 
(1) 正常人血清中の抗A凝集素にほ AS型人唾液で完全に吸収し尽きれたいもの引と，
全く吸収されるもの正ちとの別がある。
〈号)抗A凝集索引に対しては  A型入血清の分泌型，非分担型共に吸収乃至抑制が弱く}
両者の差異政明瞭ではたいが，抗A凝集素叫に対してほ分泌型血清は強い吸収乃至抑制を示
し，特にとれを 370Cに 1昼夜1ないた揚合(9障化とよぷ〉陀ば著明た吸収，抑制を示したが，
非分泌型人血清ではか Lるととがたく，両者の区別は明瞭であった。 
(3) AS 型人 l唾液兎疫家兎批清を用いた時の成績ば抗A凝集素的の時の成績と殆~平行
した。 
(4) A型人血球菟疫家兎血清を用いた時ほ分泌型，非分泌型共に吸収乃ヨミ抑制が弱く両者
の区別は困難であった。 
(5) 上速の分泌型，非分泌型の区別が見られる凝集素は唾液でよく吸収，抑制きJれるもの
で所謂類脂体性型物質と茨水化物性型物質とに共還に作用するものであり，区別の見られない
凝集素は唾液で吸収，抑制され存い類脂体性型物質にだけしか作用 Lたい抗体である O 
(6) AS型人血清， .As型人血清で家兎を菟疫ナると穣属特異性凝集素及び型特異性凝集
素は産生されたが 1例抗C沈降素と最もわれるものが見られたほか型特奨性沈降棄は産生され
たかった。との内の型特異性抗体ほ AS型人唾液菟疫家兎血清と類似せる抗体のように思わ
れる。 
(7) 正常人血清及び、 BS型人唾液菟疫家兎血清の抗B凝集素は分泌型，非分泌型の B型人
血清で共に強く吸収されるが，両者の差異ほあまり明瞭でたかった。 
(8) B型人血球菟疫血清の抗B凝集棄を用いた時は分泌、型，非分担、型共に吸収が弱く，両、
者の区別]は出来たかった。 
(9) BS型人出清で家兎を菟疫すると種属特異性凝集素並陀型特異性凝集素股産生したが
型特異性沈降素は産生きれ殻かった。とのうちの型特異性抗体は BS型人唾液菟疫家兎血清に
見られるものに類似した抗体のように思われる。 
(10) 正常山羊血清並に O型人唾液菟疫零血清の抗O凝集棄に対して生のま Lρ， また幣化
した O型人血清ほ分泌型，非分泌型共に吸収が強く，非的性にした時ば共に吸収が溺<，両者
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の区別は困難であてコた。
く11) 0型人血球菟疫鶏血清に対しでは分泌型，非分泌型共に吸収乃至抑制作用が全く見ら
れ主主かった。 
(12) OS型人血清で鶏を菟疫ナると各型人血球乃至唾液に同じ様に作用する凝集素及び沈
/ 
4・
降素が産生された。 
f 
(13) OS型人血清菟疫鶏血清， OS型人唾液菟疫鶏血清及びO型人血球菟疫鶏血清は os
型人唾液及びO型人血球に対レて殆E同じ様註態度を示し，薬事を菟疫動物とした時ば余の揚合
では血球菟疫でも家兎菟疫の時のような差異を示さなかった。
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